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 教職大学院専門部会  

 

【プロジェクト名】 実践的指導力向上事業 

 

１ プロジェクトの目的・概要  

教職大学院専門部会は、佐賀県教育委員会と佐賀大学大学院学校教育学研究科（以下、「佐賀

大学教職大学院」）の連携・協働により、「学び続ける教師」の育成を目指すとともに、佐賀県

における教職員の生涯学習システムを構築していくことを目的とする。 

そこで本事業では、高度専門職業人養成として教員養成に特化した佐賀大学教職大学院と佐

賀県教育委員会がお互いの教育資源を有効活用しながら、佐賀県の教育課題解決に取り組む探

究心の醸成や実践的指導力の向上に取り組む。 

そのために、佐賀大学教職大学院から佐賀県教育委員会には「教員研修講座」を提供し、佐

賀県教育委員会から佐賀大学教職大学院には「ゲストティーチャー」を派遣する。  

 

２ 令和２年度の実施状況  

（１）佐賀大学教職大学院と佐賀県教育委員会の連携による実践的指導力向上を目指す「教員

研修講座」を以下のように実施した。ただし、新型コロナウィルスの影響で、予定して

いた研修のいくつかは中止となった。 

 

①教育センターでの研修に佐賀大学教職大学院の教員が講師として参加 

 

表１. 佐賀大学教職大学院教員による教育センターでの研修 

講師 研修講座名 研修内容 日程 

平田 淳 県立学校新任主幹教諭及び信任

指導教諭研修 

学校組織マネジメントにお

ける主幹教諭及び指導教諭

の役割について 

2020/6/4（木） 

中止 

日野 久美子 新任通級指導教室担当教員研修 LD/ADHD通級指導教室に通

級している児童生徒の理解

と支援について 

2020/4/27（月） 

中止 

ＷＩＳＣ－Ⅳによるアセスメン

ト分析講座 

ＷＩＳＣ－Ⅳ知能検査法の

結果の分析と検査結果を生

かした支援の進め方 

2020/7/2（木） 

中止 

初任者実践研修Ⅱ 特別支援教育の視点をもっ

た授業づくり 

2020/7/6（月） 

中止 

新規採用養護教諭研修Ⅱ 

養護教諭３年経験者研修Ⅰ 

アセスメント技術の向上と

緊急対応について 

2020/7/17（金） 

38人 

下田 芳幸 教育相談（カウンセリング）講

座 

① カウンセリングの理論 

② カウンセリング演習 

2020/8/21（金） 

研修を半日に縮小し実施 

35人 
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初任者実践研修Ⅱ 心の育ちからみた児童・生徒

理解 

2020/7/6（月） 

中止 

岡 陽子 初任者実践研修Ⅰ 初めての学級づくり・集団づ

くり 

2020/6/8（月） 

中止 

堤 公一 新規採用養護教諭研修Ⅳ 

養護教諭３年経験者研修Ⅱ 

① 授業参観 

② 授業研究会「養護教諭が

取り組む保健教育につ

いて」 

2020/12/4（金） 

37人 

 

（２）佐賀大学教職大学院授業科目へ佐賀県教育委員会の指導主事やスーパーティーチャー等

を「ゲストティーチャー」として以下のように派遣した。 

① 前期水曜日３校時：共通必修科目「現代的な学力観と授業実践の基礎と課題」 

授業テーマ：「佐賀県の学力調査に見る学力の状況と課題」 

      （6月 17日（水）、太良町立多良小学校 副島和久 校長） 

※新型コロナウィルス感染症対策のため、講師には勤務地から参加してもらい、授業 

はオンライン（リアルタイム）で実施した。 

 

② 後期月曜日４校時：共通必修科目「教科等におけるＩＣＴ利活用の基礎と課題」 

   授業テーマ：「学校教育における教育の情報化（新指導要領の動向を踏まえて」 

      （10月 26日（月）、佐賀県教育庁学校教育課教育情報化支援担当  

栗林洋二 係長） 

授業テーマ：「ＩＣＴ利活用教育の推進に関する佐賀県教育委員会の取り組み」 

        （11月 2日（月）、佐賀県教育庁学校教育課教育情報化支援担当  

藤原英則 指導主事） 

 

（成果） 

新型コロナウィルスの影響により、予定していた教員研修講座を開催することはできなかっ

た。しかし、教育センターで行われる研修に教職大学院の教員が講師として参加するなどの活

動は行うことができた。 

一方、佐賀大学教職大学院授業科目には 3名のゲストティーチャーをお招きし、佐賀県の学

力状況、ＩＣＴ利活用教育の背景や意義について、教育実践の最前線にいる講師から学ぶこと

ができ、意義深い時間となった。 

以上のことから本事業の成果として、佐賀大学教職大学院と佐賀県教育委員会がお互いの教

育資源を有効活用しながら、共に「教員の実践的指導力」を育むことができているといえる。 

（課題） 

今年度は、予定していた教員研修講座を開催することができなった。次年度がどのような状

況になるかは分からないが、オンラインでの研修など多様な研修を計画し、状況に対応した活

動を行なっていきたい。 

また、教育センターで行われる研修については、大学院教員の専門性に関する情報を関係者

で共有し、7講座に研修講師として参加した。次年度も、今年度の研修で得られた受講生の声

を参考にし、開催方法や内容等の検討を行い、教員の実践的指導力を向上するための機会を提



供していきたいと思う。 

 

３ 今後の予定等  

・佐賀大学教職大学院で、今年度の教員研修講座の成果と課題を踏まえ、来年度の実施計画案

を作成する。 

・次年度に向けて、来年度の実施計画案をもとに佐賀県教育委員会及び唐津市教育委員会、武

雄市教育委員会、鳥栖市教育委員会の関係者との打ち合わせを行う。 


